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九州大学は, 近年の国際化, 高度情報化, 少子高齢化などの時代の潮流に対応するため, 学府・研究院制度の全

国初の導入をはじめとする大胆な改革を実施し, 研究, 教育とともに, 社会に貢献する大学としての新たな成果を

あげつつあります｡ 生まれ変わりつつある九大の新しい活動の場として, 新世代の大学キャンパスを福岡市西部に

建設中です｡

平成17年10月から福岡市西区元岡地区新キャンパスにおいて工学系箱崎地区の第１陣が移転する予定です｡ 六本

松地区に在学しているみなさんに新キャンパス計画について概要をお知らせします｡

新キャンパスは, 図－１に示す通り, 天神から約15��, 車でおよそ30分の距離にあります｡ 移転の対象は, 箱

崎地区, 六本松地区, 糟屋郡原町地区の全学生と教職員, 約16�000人です｡

移転は, 毎年の国の予算事情によりますが, 2005 (平成17) 年度から開始し, 2019 (平成31) 年度完了を目標に

しています｡ 工学系の新キャンパスへの移転を第１ステージ (平成17年度～19年度), 全学教育, 比較社会文化,

言語文化等の箱崎地区への移転を第２ステージ (平成20年度～23年度), 理学系, 情報基盤センター, 理系図書館

��, 中央図書館, 文系, 全学教育, 農学系, その他の新キャンパスへの移転を第３ステージ(平成24年度～31年度)

として移転を完了します｡

2005 (平成17) 年秋には, 工学系第１陣 (物質科学系, 機械航空系) が移転します｡ 学生と教職員に必要な研究

室, 実験室, 講義室はもちろん, ラウンジや交流スペース, 学部事務室などのほか, 給水センター, エネルギーセ

ンター, 理系図書館等を整備中です｡ この隣に第２陣 (地球環境系, システム情報系) が2006 (平成18) 年に入居

するための施設にも着工しています (図－２, ３, ４, ５参照)｡

��������	


����
������������	


図－１ 学術拠点としての九州大学キャンパスの位置

移転対象地区 学術拠点を形成する地区
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図－２ 新キャンパス計画配置図

図－３ 新キャンパス上空写真 (Ｈ16・4)
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表－１ 移転スケジュール

時 期 第Ⅰステージ
平成17年度～19年度

第Ⅱステージ
平成20年度～23年度

第Ⅲステージ
平成24年度～31年度

新キャンパスへの移転
工学系Ⅰ, Ⅱ,
理系図書館Ⅰ
【4.3千人】

理学系, 情報基盤センター, 理系図書館Ⅱ,
中央図書館, 文系, 全学教育, 農学系, その
他【11.3千人】

六本松から箱崎への移転 全学教育, 比較社会文化,
言語文化他【4.1千人】
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図－４ 新キャンパスⅠ工区工事概要

図－５ 各施設の工事状況
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研究教育棟���工事状況 (Ｈ16・5月末) 理系図書館工事状況 (Ｈ16・5月末)

給水センター (Ｈ16・3月末)エネルギーセンター工事状況 (Ｈ16・5月末)
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新キャンパスの造成工事は, 理学系・工学系・農学系とセンター地区の西側が入るⅠ工区が平成12年 (2000年)
６月に着工し, 平成14年 (2002年) ３月に竣工しました｡ 現在は, 工学系地区の大型実験施設用地および農場, 運
動場施設用地からなるⅢ工区の造成工事が行われています｡ 図－４は, 工学系地区を拡大したものです｡ 研究教育
棟Ⅱ (青色) と研究教育棟Ⅲ (黒色) および理系図書館, 給水センター, エネルギーセンター (赤色) が現在建設
中です｡ 研究教育棟Ⅱに入居するのは, 機械航空工学部門群で, 研究教育棟Ⅲには物質科学工学部門群が入ります｡
研究教育棟Ⅰは, 平成18年 (2006年) ５月頃に工事完了の予定です｡ ここには, 地球環境工学部門群とシステム情
報科学研究院が入ります｡

新キャンパス (元岡) は, 福岡都心部から西に約15ｋｍのところに位置します｡ 新キャンパスまでは, 鉄道とバ
スが主な交通手段となります｡
鉄道では, 市営地下鉄とＪＲ筑肥線が姪浜で接続し, 都心部から西方面に, 乗り換えなしで利用が出来ます｡ 新

キャンパス周辺の既存駅としては, 周船寺駅, 波多江駅, 筑前前原駅があり, 九大第一期開校と併せて今宿駅と周
船寺駅の間に ｢新駅｣ が開業予定で, この駅が, 新キャンパスのメイン駅となる予定です｡ 一方, バスについては,
新駅から新キャンパス (約４��) までの路線バスが運行される予定です｡ 新たなバス路線となるため, 現在バス
事業者で路線開設に向けて準備をしてもらっています｡ また, 天神から新キャンパス, 博多から新キャンパスまで
の直行バスなども検討されています｡
バスによる新駅から新キャンパスまでの所要時間は約15分です｡ なお, 自動車利用については, 新キャンパスが

公共交通重視を交通計画の方針のひとつとしていること (九州大学新キャンパス・マスタープラン2001) , および
利用可能な敷地の制限などから自動車の乗り入れを制限することとしていますが, 移転過渡期にあっては入構制限
の緩和も検討します｡
箱崎・六本松キャンパスを例にとって, 料金と所要時間について, 以下に示します｡

【箱崎キャンパス】

・市営地下鉄 ｢箱崎九大前｣

↓ 540円, 約35分 (地下鉄＋ＪＲ)

・ＪＲ筑肥線 ｢新駅｣

↓ 200円台, 約15分 (バス事業者にて料金検討中)

・新キャンパス (元岡)

福岡市西区, 前原市は, 福岡市のベッドタウンとしていまだに人口が伸びている全国でもめずらしい地域です｡
その理由には, 春日市, 太宰府市などの南部への人口拡大に限度があること, ＪＲ筑肥線の複線化にともなう路線
の強化, そして九州大学の移転があります｡ 以前より, 学生の住居整備が手薄になるとの指摘がなされ, 九州大学
はその確保に向けて, 不動産業, 建設業, 土地所有者等に向けた説明会を数回にわたり実施してきました｡ さらに,
学生さんへのアンケートを実施し, 居住地の意向について把握に努め, 関係業者へのデータ公開を行ってきました｡
今年より, 各地で学生のためのアパート, マンションがようやく着工され, 受け入れ体勢が整備されつつあります｡
新キャンパスは, ＪＲ筑肥線から４��程度であり, 自転車通学が可能な距離にあります｡ ＪＲ筑肥線沿線には,
今宿, 新駅, 周船寺, 波多江, 筑前前原等のＪＲ駅周辺を核として各種商業施設があり, 移転当初はこのエリアに
多くの学生が住むことになると考えられます｡ 平成18年度には, 田島寮と同規模の学生宿舎を新キャンパスのセン
ター地区に建設し, センター地区には, 順次, 1 ,000 人分の学生宿舎を整備する予定です｡ また, 桑原地区とつな
がるキャンパス用地東部にも学生居住用地を設けています｡ 第２ステージには, 大学周辺の桑原・元岡地区でも学
生街の整備が進みます｡
移転過渡期には, 多少の不自由をおかけすることが予想されますが, 皆さんのご理解を宜しくお願いします｡

坂井
さか い

猛
たけし

, 広城
ひろしろ

吉成
よしなり

(新キャンパス計画推進室)

【六本松キャンパス】

・六本松

↓ 180円､ 約10分 (路線バス)

・西新市営地下鉄 ｢西新｣

↓ 470円､ 約15分 (地下鉄＋ＪＲ)

・ＪＲ筑肥線 ｢新駅｣

↓ 200円台､ 約15分(バス事業者にて料金検討中)

・新キャンパス (元岡)
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私たち人類は, 自然を壊し過ぎた｡

私を植物学者へといざなってくれた実家の裏山は, 瀟

洒な住宅街へと姿を変えた｡ 毎日のように遊んだ小川

もアスファルトの下に埋められ, ナマズもドジョウも

棲家を失った｡ そんな変化が, 日本中で, そして世界

中で起きた｡ その結果, 地球温暖化に象徴される, 生

態系の異変が顕在化した｡

もうこれ以上, 自然を壊していけない｡ 多くの人が

そう思うようになった時代に, 九大統合移転事業は開

始された｡ 275 ヘクタールの里山を開発して, 新しい

キャンパスを作るこの事業は, 相当な規模の環境破壊

をせずには達成できない｡ 時代を反映して, 移転事業

の理念の一つに ｢環境共生型キャンパス｣ がうたわれ

たが, 果たしてどうすればこの理念を現実のものにで

きるのか｡ 私は, 造成開始が６月に迫った2000年の１

月から, この課題に本格的に向き合うことになった｡

環境影響評価が実施され, さまざまな環境保全対策が

すでに立案されてはいたが, 生物多様性保全に関する

調査・検討は, 私の目には不十分に思われた｡ そもそ

も, どんな植物がどこに生えているかが, 正確に調査

されていなかった｡ また, 地球温暖化対策として, 森

を増やそうという市民団体の取組みが活発化している

中で, 森林面積をどう確保するかについての計画が弱

かった｡ そこで､｢キャンパス内に生育している種の消

失を起こさない｣ ｢森林面積を減らさない｣ という目

標を設定し, 世界一徹底した生物多様性保全事業を推

進することを心に期して, 私の悪戦苦闘が始まった｡

その後, 多くの方々のご理解・ご協力を得て, 九大

新キャンパス生物多様性保全事業は着実に成果をあげ

てきた｡ 新キャンパス用地では, 左の写真のように,

広大な造成地に高層ビル群が姿をあらわし, かつての

里山景観は, 大きな変貌を遂げた｡ しかしながら, 造

成地から ｢生物多様性保全ゾーン｣ と呼ばれる谷を下

ると, 上の写真のような森林が残され, 春にはヤマザ

クラが咲いて美しい｡ 夜にはタヌキやノウサギが駆け

回っていることが, 赤外線センサーカメラを使ったモ

ニタリングで確認されている｡ ６月には, ゲンジボタ

ルが乱舞する｡ 絶滅危惧種のカスミサンショウウオや

ニホンイシガメも棲息していて, これらについては市
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民グループによる継続的な観察が実施されている｡

九大新キャンパス生物多様性保全事業の一つの特色

は, 上の写真のように, 特殊な重機を用いて森林を移

植したことである｡ 高木をそのままかかえあげて移植

する方法に加え, 森林植生を1.4ｍ×1.4ｍのブロック

に切り取り, 土壌ごと移植する方法を採用した｡ 生物

多様性保全ゾーンと造成用地の境界斜面には, この方

法で約１ヘクタールの森林が移植された｡

このような移植作業の一方で, 植物種に関する徹底

した分布調査を実施した｡ その結果, キャンパス用地

には約 658 種の植物が確認された｡ これらのうち, 造

成用地にしか分布しないものや, 造成の影響を大きく

受けるものについては, 造成計画を微調整したり, 個

別に移植を行なったりして, 1種も滅ぼさないための

真剣な努力を続けてきた｡

水生植物・水生動物の保全のためには, 池の移設や

新設という本格的な対策が採用された｡

このような保全事業は, 世界的にも注目されている｡

世界でもっとも権威ある学術誌�������の７月16日号

には, �����	
�������
����	������������
�	�

�������������� ������と題する記事が掲載され,

九大の生物多様性保全事業が紹介された｡

このように, 徹底した保全対策を実施しているが,

｢守る｣ という行為だけでは維持できないのが, 里山

の生態系の特色である｡ もともと里山の生態系は, 水

田・畑地・果樹園・竹林など, さまざまな形で人間に

利用され, 下草刈りや間伐などの管理の下で維持され

てきた｡ ところが, 九大移転用地として土地開発公社

が用地を取得して以後は, 約10年にわたり, 里山が利

用されずに放置されてきた｡ その結果起きたもっとも

顕著な変化は, 竹林の拡大である｡ 江戸末期に中国か

ら持ち込まれたモウソウチクは, 放置すればシイ・カ

シの林に進入し, 自生の森林を枯らしてしまう｡

このような竹林の拡大から森林を守るために, 新キ

ャンパス用地では, 市民団体 (福岡グリーンヘルパー

の会) と, 学内��� (環境創造舎) が協力して, 竹

の伐採・除去作業を行なっている｡ さらに, 新キャン

パスの森でひろったどんぐりから苗を育てて森を作る

｢どんぐりの森をつくろう｣ 計画を, 小中学生に呼び

かけて実施している｡ 新キャンパス用地 275 ヘクター

ルのうち, 99ヘクタールは保全緑地として残され, さ

らに22ヘクタールの造成のり面も, 可能な限り樹林化

していく方針である｡ 生物多様性保全ゾーン入り口の

造成のり面には, すでに小中学生が植えた1000本以上

の苗が, すくすくと育っている｡

このような新キャンパスでの取り組みを教育に生か

すために, 新キャンパスにおける森林や生物の保全を

テーマにした少人数ゼミナールＣを４年前から開講し

ている｡ 学内���｢環境創造舎｣では, このゼミのメ

ンバーが活躍している｡ 環境創造舎による環境保全型

水田を作りなどに参加しながら, 新キャンパスの生物

を実際に調査し, 保全計画を提案していくという実践

的なゼミである｡ 授業が１コマ増えるのは大変だが,

毎年意欲的な学生に出会えるのは, 楽しい｡ このゼミ

の卒業生が, 九大新キャンパス生物多様性保全事業の

将来をきっと支えてくれるだろう｡ (理学研究院)
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近年, 英語を使わない仕事はめっきり少なくなって

きました｡ 皆さんの中にも将来のために �����や

�����などの資格試験の勉強をされている方, 英会

話学校に通っている方, 留学を目指している方などた

くさんいらっしゃるのではないでしょうか｡ そんなみ

なさんに, ���というサークルを紹介したいと思い

ます｡ ���とは“�	
��
�������	
�������”の略

称です｡ 現在, 1, 2年生の部員約16人で活動していま

す｡ 英語に興味がある学生が集まって, わいわい楽し

く (時に真剣に) 英語で交流しています｡
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私たちの活動は, デイリー活動とセクション活動に

分かれています｡ 毎週水曜のデイリー活動ではおしゃ

べりやゲームをして部員同士, 交流しています｡ そし

て,週に1,2度は各セクション(��
��

��	・��������

������・��������	����������) に分かれて活動し

ています｡ また, 他大学の���との交流も盛んに行

われています｡

�������������
�����
�
��	

ここで少しセクション活動について触れておきます｡

セクション活動ですることは英語での議論です｡ しか

し, 現実社会で行われているように議論の帰結自体を

目的とするものではなく, その準備段階から結論が出

るまでのプロセスでの学習的, 教育的効果を目的とし

て行われるものです｡ したがって, �����などの資

格試験の勉強で英語力を鍛える部員もいれば, セクシ

ョン活動を通じて, ビジネスでも使える英語を目指す

部員もいて, 個人の目的によって様々です｡

では, 各セクションの特徴を簡単に説明します｡ ま

ず ��
��

��	とは, ７人程度のグループに分かれて,

ある論題について��
��

�	�の一人が発した提案を

採用するかどうか, 話し合います｡ 次に, ��������

������(���
����) はアメリカの大学対抗ディベー

ト大会を模して行われるディベートで, 日本の英語デ

ィベートの主流です｡ 肯定側, 否定側にわかれて２対

２で議論します｡ 一方, ��������	����������は,

英国の議会における討論を模したディベートで,���


����に比べて議論の即興性が高いのが特徴です｡

����
��������������������	

私は建築学科の学生ですが, 予備校生のとき, アメ

リカの大学の教育システムと学生の学習意欲の高さに

惹かれ, 次第にアメリカの大学に進学したいと考える

ようになりました｡ しかし, 家庭の事情で九州大学に

進学することに決め, それでもどうにかして英語の力

をつけ留学をしたい, 将来, 施主や専門家との議論や

建築計画のプレゼンテーションの際に, 英語でもうま

く意思の疎通を図る力をつけたいと思い, ���に入

部しました｡

����������������
���
���

わたしのこれまでの経験でわかったことは, 英語の

������	
と��
��	�	
の上達には ｢慣れる｣ ことが

大切だということです｡ そして慣れるのに一番楽しく

て, 刺激的で, 効率がいい方法は, 自分の伝えたいこ

とをきちんと伝え, 相手の伝えたいことを理解しよう

とする訓練, つまり英語でのコミュニケーションの訓

練ではないでしょうか｡ ���では, うまく相手に言

いたいことを伝えるため必要な発音や語彙力はもちろ

ん, わかりやすい文章の組み立て方, また, 議論を深

めるための社会情勢の知識など, 様々な力を身につけ

ることができます｡ そしてなにより, 英語に対して意

識の高い仲間の存在は, このような能力を得る際にき

っとあなたの心の支えとなってくれることでしょう｡
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九大女子ラクロス部に入ってよかったことは？

ラクロス部に入ったおかげで大好きな仲間たちと毎

日充実した生活を送ることができること｡ ｢仲間って

すばらしい｣ なんてクサイ言葉だと思ってたけど, 今

では心から頷ける｡ ひとつのコトに向けてみんなで頑

張り, その達成感をみんなで味わうことができる楽し

さと喜び経験できたこと……なあんてちょっとカッコ

イイことを挙げてみましたが, 九大女ラクの一番自慢

できるポイントは, 要するに ｢仲間, 大切なヒトが増

える｣ ということです｡ 他にも九大女ラクメンバーに

は次のような特典がついてきます！

１ 素敵な先輩に出会える

２ 充実したメリハリのある生活が送れる

３ 他大学の友達が増える

４ 特に夏は引き締まる！(2年生アンケート結果)

確かに ｢食費がかさむ｣, ｢たくましくなりすぎる｣

といったようなデメリットはありますが, そんなこと

関係ありません！ 何よりもラクロスは楽しい！ そ

してラクロッサーはおもしろい！！ 特に九大女ラク

メンバーと話をしようものなら, 笑いすぎて腹筋が鍛

われるという噂もチラホラと……｡ しかし, 笑顔を忘

れない魅力的な女性になれること間違いなしです！！

そして素敵な出会いが沢山あるとくれば, もう言うこ

とナシじゃないでしょうか！？

ここで少し部の紹介をさせて頂きます｡

現在の部員数はプレーヤー40名, マネージャー６名,

コーチ３名の計49名です｡ 昨年は目標の１部昇格を果

たし, 今年は九州リーグ優勝, そして全日出場という

目標のもとで日々練習に励んでいます｡ また九大女ラ

クのモットーは強くなることとともに, ｢楽しくラク

ロスをする｣ ことでもあります｡ そこで夏休みなど時

間がある時には, 合宿や遠征, 練習試合等も計画して

おり, 楽しむことも念頭に置いています｡

九大女ラクは部活ですし, ここまでくると毎日練習

に明け暮れて, ガツガツしているような印象を与えて

しまうかもしれません｡ しかし実際はそうではないの

です｡ 練習に対する姿勢が真剣なのは言うまでもあり

ませんが, 遊びに対する姿勢も真剣そのものです！

例えば昨年の行事を挙げてみると, 夏には天草キャ

ンプで海でバーベキューをしましたし, 冬には全日ツ

アーで試合観戦ついでに東京ディズニーシーに行った

り, 九重への温泉キャンプもありました｡ また春先に

は苺狩りなど, 本当にイベント盛り沢山です｡ このよ

うな行事はたいてい男・女一緒に, 九大ラクロス全体

で盛り上がります｡ その様子はまるで, 世界で一番の

大家族のようです｡ というより, もう家族そのもので

す！ こう言っても過言ではない程, 九大ラクロス部

は全体で仲のいい部活です｡

みなさんも是非, 人生の糧になるような素晴らしい

出会いをしに九大女ラクに来てみませんか？ そして

第２の家族を作っちゃいましょう！！ もし興味があ

る人はホームページを覗いてみて下さい｡

九大女子ラクロス部
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爽やかな初夏の風が吹く, うららかな午後｡ 一人の

女子学生が講義室で何かを配り始めた｡ ｢���法人の

ドットジェイピーです｡ 議員インターンシップに興味

ありませんか？｣ 一枚一枚, 懸命に笑顔でビラを配る

彼女とは対照的に, ビラを受け取る学生の反応はどれ

も冷ややかなものだった｡ 日常に割り込む異質｡ ｢議

員インターンシップ｣ という不可解な響き｡

彼女が私のところにもやって来た｡ もはや同情の気

持ちがいっぱいで, 私は差し出されたビラを受け取っ

た｡ ビラに書かれた ｢政治家はテレビの中の住人です

か｣ という一言と, 彼女の後ろ姿が私の脳裏に焼きつ

いた｡ それが, すべての始まりだった｡

法学部の学生として, ｢政治家｣ は講義やレポート

の題材の一種だった｡ そして, 現代政治や選挙制度を

考察する中で, ｢政治家｣ という存在に対して憧れや

期待を感じることはなかった｡ むしろ, 利益分配政治

や官僚中心政治, 政治家の汚職という現実を知るにつ

れて, ｢政治家｣ に対する嫌悪感がつのった｡ 日々の

メディアを賑わすのは, ｢政治家｣ のとんでもない暴

言と失言｡ 一方で, 選挙前だけは選挙カーを走らせ,

｢国民のために｣ と絶叫し, パフォーマンスを行う｡

この現実の中で, ｢政治家｣ に対してどんな憧れを

抱けるというのだろう？

そんな嫌悪感との葛藤の中, 私は2004年春の議員イ

ンターンシップ参加を決意した｡ 確かに, メディアや

講義を通じて見る ｢政治家｣ の姿は, 事実の一側面で

あるだろう｡ しかし, 自分自身の目で, 最も近い場所

から見ることでしか見えないものもあるはずだ｡ 現実

を悲観するだけなら, 誰にでもできる｡ しかし, 本当

に何かに不満を感じるのなら, そして少しでもそれを

変えたいと思うのなら, 自分から行動を起こさないこ

とには何も始まらない｡ 議員インターンシップ参加締

め切りの前夜, 私は腹を括った｡

ビラを受け取ったあの日からおよそ半年後, 寒波が

福岡を襲い雪が舞う一月のある日, 私はあのときの彼

女と, とある県議会議員事務所の玄関の前に立ってい

た｡ その日は初めて ｢政治家｣ に出会う日だった｡

皮張りのソファがあると思っていた事務所にあった

のは, 普通のパイプ椅子だった｡ 高級ブランドのコー

トでも着ているのだろうと思っていた ｢政治家｣ が着

ていたのは, 普通のジャンパーだった｡ 権力闘争と資

金集めにしか関心がないのではないかと思っていた ｢

政治家｣ が語るのは, 具体的な数字と経験に裏打ちさ

れた行政改革案と福岡の財政状況だった｡

２月の中旬, 後期試験を終え春休みに突入し, 私の

インターン生活が始まった｡ 毎朝コーヒーを飲みなが

ら新聞を精読し, 身支度を整えながらテレビニュース

の言葉に耳を傾ける｡ 移動のバスの中では, 勉強する

ようにと渡された資料を読んだ｡ 県議会傍聴や事務所

での事務作業を終え, 日報を書く｡ 拙いながらも, 資

料を読んで気になった点を, レポートにまとめた｡

県議会や委員会を傍聴するなかで, 目を疑うような

｢政治家｣ や行政の姿を何度も目にした｡ 議会中に居

眠り, 途中退席｡ そして質問の答えにならない答弁を

繰り返す県庁職員｡ 一方で, 直接に様々な話を聞く機

会をもち, 仕事ぶりを現場で見ることによって, 希望

を持てる ｢政治家｣ や行政職員も少なからず, 確かに

存在するのだということは分かった｡

日々痛感した｡ 今までの自分の知識がいかに何かの

受け売りで, 浅いものであったか｡ そして, いかに今

まで自分が ｢フィルター｣ を通して物ごとを見てきた

か, ということを｡

｢政治家はテレビの中の住人ですか｣ その答えを出

すことができるのは, 自分自身であるのだ｡

議員インターンシップへの申し込みは…

���法人ドットジェイピー
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あなたは自分の生活をどのように組み立てています

か｡ 頭のなかにある手帳には, １週間の授業の時間割

や, 部活やサークル活動の予定, アルバイトの日程,

友だちとの約束の日取りなどがいろいろと並んでいる

だろうと思います｡ 私たちは自分の生活を ｢いろんな

用事｣ で組み立てています｡

生活がスムーズに進んでいるときは, 私たちはそれ

らの用事を順にこなしています｡ しかし, 忙しくなっ

てきたり気掛かりが重なってくると, それらが自分の

こころの大部分を占めてしまい, 他のことにはあまり

目が向かなくなります｡ 毎日の生活がいろんな気掛か

りに占領されてしまって, それ以外のことは意識され

にくくなるのです｡

しかし, 私たちの生活はしなければならない用件や

気になる事柄だけで成り立っているわけではありませ

ん｡ 悩み事や心配事があっても, 私たちは毎日ご飯を

食べたり, 気の合う友だちと話をしたり, ゆっくりお

風呂に入ったりしています｡ くつろぎの時間や楽しみ

の時間もあるはずです｡ 本屋で立ち読みをする時間や,

気に入った景色を眺めながら学校に通う時間, 友だち

と雑談をする時間, 好きなタレントが出るテレビ番組

を見る時間などは, 大して気に留めてはいないかもし

れませんが, 私たちが自分の生活のなかに作っている,

ちょっとした ｢いい時間｣ なのです｡

そういった ｢いい時間｣ が自分の毎日の生活のなか

にまぎれ込んでいるのに, 私たちはそれにほとんど気

を留めなかったり, 気づかずに通り過ぎたりしがちで

す｡ そして自分の生活が気掛かりな事柄で溢れている

ように感じるのです｡ ちょっともったいないと思いま

せんか？

あなたの日常生活に埋もれて, 普段は見えにくくな

っている ｢いい時間｣ を再発見するための方法を以下

に書いてみます｡ 10分程度の時間があれば, どこでも

できると思います｡ どんなときにやってみてもいいで

すが, 面白くないことがあって嫌な気分になっている

ときや, エネルギーをつかう事柄が続いて疲れてしま

っているときなどに, 普段とはちょっと違った視点か

ら自分の生活を振り返るのにオススメです｡ 参考にし

て下さい｡

① ゆっくり自分に向き合って生活全体を振り返る

10分程度, ひとりでゆっくり自分に向き合える時間

を作ります｡ 目を閉じた方がよければそうしましょう｡

バスや電車の中とか, 散歩をしながらの方がやりやす

い人もいると思います｡ できれば, メモのための紙１

枚とペンを手に持ちましょう｡ そして, 普段の自分の

生活全体をぐるっとゆっくり眺めて, 振り返るような

つもりになりましょう｡

② ｢いい時間｣ を探す

自分の生活の全体を眺めながら, そのなかに, どん

な ｢いい時間｣ があるだろう, と探してみて下さい｡

｢いい時間｣ とは, 楽しい時間でもいいし, リラック

スする時間でも, 充実した時間でもいいです｡ 何か浮

かんだら, その時間を過ごしているときの自分の気分

や気持ちを確かめ, それがどんな感じの時間か, メモ

用紙に書き留めます｡ 少なくとも２つ, できれば４つ

か５つくらいの ｢いい時間｣ を見つけ, それぞれの時

間の自分の気分や気持ちを確かめて下さい｡

③ ｢いい時間｣ を味わう

ひと段落ついたら, 思いついた ｢いい時間｣ がいく

つあったか, それぞれが自分にとってどんな感じの時

間だったかを振り返ります｡ メモをとった人はそれを

読み返します｡ 見つけたものを並べて眺めてみると,

何か感じることがあると思います｡ 人といる時間がい

いんだなーと感じる人, 逆に自分一人の時間が大切な

んだと気づく人, 意外にたくさんの ｢いい時間｣ がう

かんでびっくりする人など, それぞれです｡

要は, 普段とは少し違った視点から自分の生活を眺

めることです｡ 日常生活に埋もれて見えなくなってい

る部分に, 新鮮な目を向けるのは楽しいことです｡

(高等教育総合開発研究センター)
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去年の３月に始り, 今回で２回目となるこの行事は,

従来の研修旅行とは異なり, インターンシップが組み

込まれている｡ 旅行の目的地は今回も, 人口４万人ほ

どのレムゴ市であった｡ この町は, 1690年に来日し 『

日本誌』 を著した外科医・博物学者ケンペルの故郷で

ある｡ この町には日本語が教えられているギムナジウ

ム (５年生から13年生までの９年制教育機関) がある｡

このギムナジウムの校長と日本語を担当する教諭が,

２年前にレムゴでの日本人学生向けインターシップの

実施を提案し, この行事の世話人となった｡

旅行のアレンジは第１回目と同じである｡ すなわち

４週間のレムゴ市での滞在の形態はホームステイとし,

最初の１週間はドイツ語講座, 残りの３週間にはイン

ターンシップを設けた｡ さらにインターンシップ先は,

学生が選択できるようにした｡ インターンシップのた

めのビザも必要でるが, 日本とドイツの間には ｢ワー

キング・ホリデイ｣ という協定があり, 30歳以下の日

本人が短期間の就業許可を得られる簡易手続きが設け

られているので, 参加者全員が無事にビザを取ること

ができた｡

今回は第１回目とは異なり, 半年以上の準備期間が

あったので, ドイツ語やドイツ事情の学習をより一層

深めることができた｡ そのため, 私たちはほっとした

気持ちで, 今年の２月28日にドイツへ旅立った｡ 今回

はその上, ドイツへ旅立つ前に, 去年の６月以降ほぼ

毎週土曜日に, 申し込んだ学生のための小グループ勉

強回を実施していた｡ 10月の初めに選抜試験を行った｡

試験に合格した学生と一緒に, 10月上旬には１泊２日

の合宿をした｡ その後, ドイツへ出発するまで４回,

４時間はどの講習会を行い, さらに, ほとんど毎週,

小グループ勉強会を実施した｡

最終的にこの旅行に参加することになった学生は８

人, 男女は４人ずつであった｡ また, ８人の内一年生

が７人もあった｡ 今年の２月28日の午後, 私たちはド

イツのフランクフルト空港に到着した｡ 入国してから,

電車で15分離れたフランクフルト中央駅にむかい, そ

こで大きな荷物をコインロッカーに入れた｡ その夜は

フランクフルトのユースホステルに泊まった｡

夕食はユースの近くにあるりんご酒やフランクフル

トの伝統的な料理で有名なサクセンハウゼン地区で取

った｡ 由緒ある ｢りんご酒屋｣ に行ってみることにし

たが, そこに入ると大騒ぎになった｡ 客は地元の人が

ほとんどであり, 観光客が私たち以外に入っていなか

ったからである｡ ドイツ人の中年夫婦と同じテーブル

に座ることになり, このチャンスを利用してドイツ語

会話を試みた学生もいた｡ ２時間ほど飲んだり食べた

りした｡ りんご酒は学生の口にそんなに合わなかった

ようだが, ソーセージとじゃがいもの盛り合わせ, フ

ランクフルト風もつ鍋とハンドケーゼというような料

理は好評を得た｡ このようにしてドイツでの第１日は
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気持ちよく終わった｡

翌日は豪華なバイキング式の朝食を食べてから, 町

を散歩しがてら, 40分ほど離れた駅まで歩いていった｡

そこから電車で, レムゴから８キロ離れたラーゲ駅へ

向かった｡ 電車を３回乗り替えて, ５時間の旅はやっ

と終わった｡ ラーゲ駅ではホストファミリーに温かく

迎えられ, 旅のつらさは和らいだ｡

最初の一週間, 水曜日を除いて月曜日から金曜日ま

で, 学生は ｢ケンペル・ギムナジウム｣ で毎日３時間

のドイツ語講座を受けた｡ 放課後には, ｢ケンペル・

ギムナジウム｣ で実施されている日本語授業を参観し,

町とその周辺を見学した｡ 私たちは ｢エーベン・エー

ツァー基金｣ という精神障害者施設や ｢ツムトーベル

・シュタッフ社｣ という電気メーカーを訪ねた｡ また,

去年と同様に, 市長との２時間ほどの話し合いの席に

も恵まれ, 学生たちはそのチャンスを利用して町の行

政に関する質問をした｡ しかし, この一週間で一番楽

しかったことは, ドイツ語講座を担当してくれたハー

ゼ先生の自宅での夕食であった｡ ハーゼ先生は学生全

員を誘い, ご馳走をして下さった｡ そのうえ, 翌日の

授業で昨夕の料理のレシピを学生に教えて下さった｡

２週目からインターンシップが始まった｡ 学生は皆,

自ら希望した分野のインターンシップ先で月曜日から

金曜日まで, 毎日８時間程自習したり働いたりした｡

今回のインターンシップ先はパン屋とパン工場, 博物

館, 町の下水局と営林局, 保育園・幼稚園, 小学校と

耳鼻科の診療所であった｡ インターンシップ先での日

常会話はほとんどドイツ語だけであった｡ 言葉がわか

らずに苦しむことがもちろんあったが, その苦しみは

徐々に和らいで, 最後の週には自分の意志もある程度

伝えられるようになった｡

レムゴでのインターンシップ・研修が上手く行った

のは, ホストファミリーの方々のおかげである｡ 温か

い家族が支えてくれたので, 学生はインターンシップ

先で頑張れるようになった｡ 週末には, ホストファミ

リーが学生をレムゴ市内とその周辺にある観光地やケ

ルンまで連れて行くなど, 学生が楽しく過ごせるよう

に一生懸命努力してくれた｡ また, ホストファミリー

にいる学生と年の近い若者が夜, 学生を飲み屋, ディ

スコやハンドボールの試合に連れて行ってくれた｡

ホストファミリーとインターンシップ先の方々の温

かい心遣いのおかげで, レムゴでの滞在はあっという

間に終わってしまった｡ ３月24日にはお別れパーティ

ーが実施され, 学生はホストファミリーやインターシ

ップ先でお世話になった方々に ｢かぐや姫｣ の紙芝居

を演じたほか, 折り紙や習字を披露した｡ ３月27日の

朝には, 学生はホストファミリーにラーゲ駅まで見送

ってもらい, 泣きながら別れを告げた｡ その後はまた

電車でフランクフルトに向かった｡ フランクフルト駅

に着いた時, 時間的にまだ余裕があったので, ２時間

ほどフランクフルト市内を見学した｡ 夕方には, 空港

に向かい, 東京行きの飛行機に乗り, 翌日には無事に

日本へ帰ってきた｡

インターンシップを組み込んだことで, ドイツの日

常生活やドイツの文化を深く経験しながら, ドイツ語

を学習・習得することができた｡ この行事が長く続く

ことを期待している｡

学生諸君お疲れ様でした｡ この行事を成功させるよ

うに手伝って下さった同僚に感謝致します｡

(言語文化研究院)

世界・日本����������������������������������������������

紙風船を楽しんでいる小学生 小学校でのインターンシップ先で
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10年前, 九大の移転が公表されてから, 地域にでき

た ｢六本松・草ヶ江地域まちづくり協議会｣ を中心に,

福岡市や・地域団体, 企業からの会費や補助金を受け

て移転後の跡地利用が検討されてきました｡ 小学生が

跡地への夢を絵にしたり, 住民にアンケート実施があ

りました｡ その後, 1999年の総会では, 将来像の青写

真が明らかになりました｡

六本松１：土地の合理的利用による新規住宅供給

六本松商店街：再整備による新規住宅供給

九大跡地：専門店が中心の商業施設, レストラン,

ホテルの供給

六本松地区に九大を中心にした昔のような活気を取

り戻したいという町の世話役や商店主・企業の方々の

思いは理解できます｡ しかし, 福岡市の真ん中に残さ

れた貴重な土地, 舞鶴公園・大濠公園・南公園・鴻巣

山と続くグリーンベルトを大事にしたい｡ 地下鉄開通

も視野に, 転勤族・高齢者の多いこの地域には, 人の

輪が質・量ともに広がる文化の薫りがする生涯学習の

場がふさわしいのではないか｡ 何よりも, 福岡の真ん

中にあるこの地は, 六本松地区住人だけでなく, 福岡

市民全体の貴重な財産ではないか｡

100 年後 ｢開発して, 高層住宅や大型商業施設があ

ってよかった｡｣ とはならないのではないかという疑

問を持つ仲間が集まって, ｢六本松を考える会｣ を立

ち上げました｡ ４年前のことです｡

それから, 独自の活動を続けてきました｡ 学習会の

開催, 担当部署への訪問をしました｡ 知りえた情報は,

｢六本松を考える会たより｣ を発行し地域の方に提供

しました｡ 現在16号まで発行しています｡

これまでに, ４回のリレートークをしました｡ その

うち２回は, 九大六本松地区キャンパス１号館 114 番

教室で行いました｡ また, ５回の九大キャンパスウォ

ッチングを行いました｡ のべ, 400 名近い方々の参加

を得て, ご意見を伺いました｡

キャンパスには, 32種 350 本の樹木があります｡ 松

は, 特に時代を感じさせます｡ これは, 植物園に匹敵

するくらいの財産です｡ また, 図書館, 体育館など,

国の施設ではありますが, しばらくは福岡市民の貴重

な学びや憩いの場として使用できるので

はないかとの思いもしています｡

話し合いを重ねるうちに, 人任せでな

く, 自分達で意見を発信したいという機

運もうまれてきました｡ 参加者の意見を

紹介してみます｡

・市には, 公園・児童館・福祉施設を期

待するのが妥当｡

・次の世代に喜ばれる施設を官民共同で

作り上げたいものです｡

・老人も子どももお隣さんもお向かいも

家族のような助け合いのできる六本松

でありたい｡ 福祉会館での共同のお風

六本松探検 ����������������������������������������������
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呂とかおしゃべりのできる部屋があれば楽しい｡

・癒し, 和みの空間に｡ 緑のあるくつろげる場｡ 管理

しすぎて雑草も生えない公園でなく, 季節ごとに雑

草が生え変わるのがわかるくらい, 適当に放ってお

くスペースを｡

・生の音を聞きたい｡ やさしい音｡ 楽器の音…｡ 大道

芸人などアマチュア, 自然発生的に, ゲリラ的に演

奏してよいスペース｡ へんてこな民族楽器とか自作

の楽器とか, アカペラでやってよいところ｡ 小さく

ても森の中で聴けたらよい｡

・遊びを教えてくれる大人, お兄さんがいて, こまの

回し方, 凧の作り方, 揚げ方, 草笛やいろいろ, 葉

っぱで作るお面とか伝統的な遊びをさせてくれたら

すばらしい｡

・児童館もほしい｡ 雨の日, 放課後遊べるところ｡

・障害者も利用できる体育館がほしい｡ 南区のセンタ

ーは, 公共の乗り物を利用する場合不便｡

・後世に悔いが残らないように無駄

な廃棄物を出さない｡ 現在の建物

・機能を活用して, 市民の憩い場

を確保する｡

・円い空の見える空間を大事にし,

空気の通る道を確保したい｡ 囲い

をはずす｡ 文化の薫りのする学府

機能を残しながら世代交流の拠点

に, 生涯学習の場に｡

・九大の運動場は, 災害の際の避難

地区になっている｡ 広い空間を建

物で埋めてしまっては困る｡

2011年には, 六本松地区キャンパ

スの土地の明渡しが終わるといわれ

ています｡

福岡市は, 今年の暮れに, 何らか

の跡地利用策を発表します｡ マスコ

ミ報道によれば, ｢裁判所の移転先

は九大？｣ という案も浮上していま

す｡

私たちなりに, 皆さんの意見や願

いをまとめ, ｢六本松を考える会｣

としての理念や提言をみなさんにわ

かりやすい表現方法 (ことば・絵など) で公開したい

と思っています｡ そして, マスコミの協力も得ながら,

署名活動・市への提案などを模索中です｡

２月に地下鉄が開通すると, 周辺の交通事情も変わ

ってくるかもしれません｡ 私たちは, 六本松大通りの

信号を, 人にも車にもやさしい ｢歩車分離式信号｣ に

変えることを望み, 署名運動もしました｡ 引き続き,

要望していきたいと思っています｡

これからも, 毎週の事務局会議を定期的に続け様々

な分野の方との資料や情報交換をしながら, 活用方法

を探っていきたいと思います｡ 今, 九大周辺の商店を

訪問し, お話を伺っています｡ 学生の皆さんの知恵と

活力もいただきたいなあと思っています｡

これからも, 知りえた情報をお伝えしながら, 50年

・100 年先を展望し, 環境の視点を持ち, 福岡市全体

の財産としてとらえ, 楽しく仲間の輪を広げていきた

いと思っています｡
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我が国では地図を持たずに知らない土地を歩くのは

かなり難しい｡ 例えば, あなたが別府二丁目に引っ越

してきて, 三丁目に住んでいる友人の家に呼ばれてい

るとする｡ 友人宅に行ったことはないが, 住所は正確

に分かっている｡ そこで, 適当に歩いていき友人宅を

目指す事にした｡ しばらく東向きに歩いて, 電柱を見

てみると, ｢別府一丁目｣ と書いてある｡ じゃあ, 逆

方向かと, 今度は西にしばらく歩くと別府五丁目に出

てしまった｡ 実は三丁目は北にある｡ このように, 我

が国では丁目や番地は一見バラバラに並んでいる｡ し

かし, それは本当にランダムなのか, 何かの規則性は

ないのか, これからそれを検証していく｡

もし, 丁目や番地のならびに何か規則性があるとし

ても, それを見つけるにはデータを集めそれを整理し

なければならない｡ この整理の方法が問題だ｡ 例えば,

何かしらの実験のデータなどならば, 得られた数値を

並べて, 比べていけばよい｡ しかし, 丁目や番地の場

合はそうはいかない｡ 地図を見てみると分かるが, 丁

目や番地の並びは非常に多種多様だ｡ 丁目だけに限っ

ても, 三丁目までしかない場所もあれば, 七丁目まで

ある場所もある｡ 形も三角形だったり台形だったり四

角形だったり多様だ｡ そこで, 丁目のつながりにのみ

注目して調べていく｡ そのためには以下に紹介するグ

ラフというものを用いて, データを整理していく｡

グラフと言っても１, 小学校で習う棒グラフや折れ

線グラフのようなものではない｡ ケーニヒスベルグの

橋というものをご存知だろうか｡ 図１(ａ)を見てもら

いたい｡ 川の間に２つの島があり, そこに７本の橋が

かかっている｡ このとき, どこかの陸地から出発して,

全ての橋を１回ずつ渡って, 元の陸地に戻る事ができ

るだろうか｡ この問題を分かりやすく考えるためには,

４つの陸地をそれぞれ１つの点とし, ７本の橋を点と

点とを結ぶ線として紙に書いてやればよい｡ すると図

１(ｂ)のようになる｡ そして, どこかの点から出発し,

すべての線を通って, 元の点に戻れる道筋を考えれば

よいのだ｡ この図１(ｂ) がグラフと呼ばれるもので,

このように, ある図形をグラフにすることを ｢グラフ

化する｣ という｡ また, グラフの各点のことを｢節点｣

または ｢頂点｣ と呼び, 線のことを ｢枝｣ または｢辺｣

と呼ぶ｡

これを丁目の整理に当てはめるためには, それぞれ

の丁目を頂点とし, 隣接している丁目はそこを辺で結

ぶものとする｡ すなわち, 図２(ａ)のような地区をグ
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図１ (ａ)ケーニヒスベルグの橋 (ｂ)そのグラフ化

(ａ) (ｂ)

�理学部物理学科３年
��数理学研究院
1 以下のグラフについては文献[1]を参考にした｡ なお､ 文献
は文末にまとめてある｡

� ����� 2004.9.30



ラフ化すると, 図２(ｂ)に示されているグラフが得ら

れる｡ しかし, これではまだ整理は難しい｡ グラフ化

してもそれはまだ図である｡ できれば, 数字で表せる

ようにしたい｡ それにはグラフを行列にする｡ 図２

(ｂ)を見てほしい｡ 図２(ｂ)は５つの頂点と６つの辺

からなっている｡ ｎ丁目に対応する頂点をｎ番とする｡

この図２(ｂ)を行列にすると図２(ｃ)のようになる｡

ｎ行目がｎ丁目に対応していて, ｎ番とｍ番が辺でつ

ながっているならば, ｎ行�列の値は１となり, つ

ながっていないならば０となる｡このような行列を｢接

点接続行列｣ または ｢隣接行列｣ と呼ぶ｡ これを用い

て丁目をグラフ化していった｡

また, グラフ化にあたり, １つ注意点がある｡ ある

１つの図形をグラフ化すると, その図形からは１つの

グラフしか得られないが, ある１つグラフからは複数

の図形が得られるのである｡ 例えば, 図２(ａ)と図２

(ｄ)は明らかに違う図であるが, 得られるグラフは同

じもので図２(ｂ)となる｡ しかし, 単純化のためにこ

れら同じグラフが得られる図形は同じものとして扱う｡

また, 図２(ａ)のような場合, ②と④, ③と⑤はつな

がっていないものとして扱う｡

福岡市の 100 以上の地区を地図をもとにグラフ化し

ていくと分かった事があった｡ それはいかなる場合で

もｎ丁目と(ｎ＋１)丁目は隣接しているのだ｡ 理由は

分からないが我々が調べた中で例外は１つだけだった｡

また, 以下では五丁目までしかない地区に限定して議

論していくものとする｡ これは, 二丁目や三丁目まで

しかない地区では, 得られるグラフの種類が少なすぎ

るし (例えば三丁目までしかない地区では上の説が正

しいとすると, 得られるグラフは最大でも８種類, 二

丁目では２種類である｡ 理由は以下で説明する｡), 逆

に七丁目まであるような地区はサンプルとなるデータ

が少なすぎる｡ 五丁目までの地区ならば得られるグラ

フの種類は最大で64種類である｡ それは行列を見ると

明らかだ｡ まず, この行列は必ず対称行列となる｡ こ

れについては説明は不要だろう｡ そして対角線上 (ｎ

行ｎ列) は必ず０である｡ また, ｎ行 (ｎ＋１) 列は

上記の説より必ず１である｡ すると, 五丁目までの地

区の場合, ０か１かどちらか決まっていない要素は右

上の６箇所となる｡ したがって, 得られる行列の種類

の最大値は２の６乗, すなわち64通りとなる｡

しかし, グラフとしては存在するが, 対応する平面

図形が実際には存在しないものがある｡ 例えば図３で

ある｡ 全ての頂点が他の全ての頂点と繋がっている｡

これは現実には有りえない｡ それを説明するには４色

問題というものを紹介する必要がある｡ ４色問題とい

うのは, まず, 紙とペンを用意し, 好きなだけ紙に線

を引く｡ すると線に区切られたたくさんの区域がでて

くる｡ その区切られた区域に隣接する区域と異なる色

を塗っていく｡ すると, どんな風に線を引いていても

必ず４色以内で色が塗れてしまうのだ｡ それを踏まえ

て図３を見てもらいたい｡ まず①を赤で塗る｡ 次に②

は①と隣り合っているので赤以外, 青で塗るとする｡

次の③は①と②以外の色を塗らなければならない｡ 同

じようにやっていくと, それぞれ違う色を塗る必要が

ある｡ すると５色必要でこれは４色問題に矛盾する｡

したがって, この図形は存在しない｡

表４. １に福岡市と北九州市の五丁目までの地区の

データを並べた｡ 全部載せるのはスペースの関係上無

理なので, 簡略化したデータのみを載せた｡ 分類はグ

ラフの辺の数と種類で行い, 地区の地名などは省略し,

その形に該当する地区がいくつあったかだけを載せて
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いる｡ 例えば, 辺の数６本, 13, 35, ６となっていれ

ば, ｎ丁目と(ｎ＋１)丁目は必ず隣接しているので,

それに加えて, 一丁目と三丁目, 及び三丁目と五丁目

が隣接している地区が６つあったということになる｡

表を見ると辺の数がだいたい４～６本くらいの地区が

多い事が分かる｡ 辺があまり増えすぎると, もとの図

形がかなり複雑化するためであろう｡ しかし, このデ

ータからはそれ以上のことは分からない｡ ほとんどの

種類のグラフがまんべんなく得られていて, 多少の偏

りがあるものの, 特にこれが多い, というのは言えな

い｡ また, 表中で該当数が０だからといって, そうい

う形の地区が全国にないとも言いきれない｡ 結局はラ

ンダムだということだろうか｡

今回の調査の結論としては, 地区の並びをグラフ化

して分類していくと, 得られるグラフの種類はまばら

であるが, 比較的辺の数が少なくなる傾向が強い, と

いうことだ｡ これにより, 丁目のつけ方に際立った特

徴はないが, 丁目ごとの区切り方は単純であることが

多いと言えよう｡

また, この調査は調べる市町村によってかなりの偏

りがある｡ 実は福岡市と北九州市に加えて, 久留米市

も調べたのだが, 久留米市は五丁目までの地名がわず

か４箇所しかなかった｡ 前者の両市はそれぞれ30前後

の地区があったのだから, 偏りはあきらかだ｡ したが

って, 今回のデータをもとに, 全国的な偏りを推測す

ることはできない｡ しかし, 全国からランダムに 100

程度の地区を選び出し, グラフ化を行い, 全国的な偏

りを推測しても面白いだろう｡

この稿は,平成14年度後期の少人数ゼミナールＢ｢僕

たちの時空感覚｣ (担当：吉川敦) での研究結果をま

とめたものである｡ 当初の予定は, 古典ギリシア人の

空間認識の構造を論じたペーパーバック (文献[2])を

ざっと読み, 検証可能な ��������に基づいて文化社

会 (同書の場合はギリシア古典文化) を再解釈すると

いう同書の精神を借りて, それにより, 我々固有の空

間や時間認識に関わる観察を試みようということであ

った｡ 現実にすぐに明らかになったのは, ゼミナール

参加の学生諸君は英文を斜め読みする習慣は身に付け

ておらず, かと言って, テキストの内容は律儀に辞書

を引きながら批判的に読むのには深すぎるということ

であった｡ そこで, 早々にテキストから離れ, ゼミナ

ールではもっぱら何をしようか, という議論に終始し

た｡

この研究は, §１で述べられているように, 我々の

素朴な日常的な感覚として雑然とした印象を与える丁

目や地番の構造を分析してみようという意図で始めた

ものである｡ 雑然さのうちに我々日本人の歴史的文化

的な空間認識の一端が露呈しているかもしれないから

である｡

一方, 成果はレポートとしてまとめ, ����	への掲

載を目指したいと考えていたので, ゼミ終了後も, 石

橋, 大山両君に激励・督励・督促・懇願を続けてきた｡

両君が学業その他で忙しい中を, しかも, ゼミでは福

岡市だけの事例調査だったのを, 北九州市や久留米市

まで対象を拡げて調べ, 報告の精度を高めたことは賞

賛に値する｡

本稿は, 失礼も顧みず, 建築学科の萩島哲教授 (大

学院人間環境学研究院) にもお目に掛けた｡ 先生のご

意見は, 専門家から見ても本稿にはそれなりに示唆に

富む視点が含まれているとおっしゃっていただいたよ

うで, 著者一同には嬉しいものであった｡

なお, 本稿の関連で, 思いつくことはまだまだある｡

例えば, 新キャンパスの建設も一例だが, 我々の周辺

ではさまざまな建設工事があり, また, 災害や戦火に

よる建物や都市建造物の破壊もある｡ そこで, ある都

市域について, 適切な時間単位を設定して, 過去に遡

っての詳細な都市図の変化を定時的に表現できたら,

それを基に, 都市の生成発展の数理構造に踏み込める

のではないか, 具体的には, 反応拡散を記述するのと

同類の偏微分方程式系でモデル化できるのではないか,

と思う｡ もちろん, ここ半世紀の都市の詳細な変貌を

一箇月単位で記述した変容図さえ作成するのは大変な

ことであろう｡ 京都のように記録が残っているところ
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でも過去十数世紀の変遷を十年単位で詳細に記述する

ことはほとんど不可能だろう｡ しかし, このような変

容図があれば, その変化構造の一端が分析できるであ

ろう｡ このような発想は全くの妄想だろうか｡

(吉川 敦)
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表４.１

辺の数 ４本 辺の数 ７本 辺の数 ８本

辺の種類 該当数 辺の種類 該当数 辺の種類 該当数

8 13,14,15 3 15,24,25,35 0

総 数 8 13,14,24 0 14,24,25,35 0

13,14,25 0 14,15,25,35 0

辺の数 ５本 13,14,35 3 14,15,24,35 1

辺の種類 該当数 13,15,24 0 14,15,24,25 0

13 7 13,15,25 0 13,24,25,35 0

14 3 13,15,35 0 13,15,25,35 0

15 3 13,24,25 0 13,15,24,35 0

24 0 13,24,35 4 13,15,24,25 0

25 2 13,25,35 1 13,14,25,35 1

35 5 14,15,24 1 13,14,24,35 0

総数 20 14,15,25 0 13,14,24,25 0

14,15,35 0 13,14,15,35 0

辺の数 ６本 14,24,25 0 13,14,15,25 0

辺の種類 該当数 14,24,35 1 13,14,15,24 0

13,14 1 14,25,35 0 総数 2

13,15 1 15,24,25 0

13,24 1 15,24,35 0 辺の数 ９本

13,25 1 15,25,35 0 辺の種類 該当数

13,35 4 24,25,35 0 該当なし

14,15 0 総数 13

14,24 0 辺の数 10本

14,25 0 辺の種類 該当数

14,35 4 該当なし

15,24 2

15,25 0

15,35 1

24,25 0

24,35 2

25,35 1

総数 18



学生による授業評価が行われるようになって数年が

経過しました｡ その結果として基礎化学結合論が最も

難解な科目であるという学生諸君からの答えが出され

ました｡ アンケート結果によれば, 基礎化学結合論を

ほとんど理解できない人が90％にのぼりました｡ その

主な理由は, 高校も含めて物理を学んでいなかったり,

勉強不足であったということになっています｡ そのた

めに, 平成15年度から数学と物理を学んだ後の１年生

後期または２年生前期に開講することが決まりました｡

平成15年度後期の授業終了時に行われた基礎化学結

合論に対する学生による授業評価について紹介します｡

全部で11の講義が９人の教員 (理学研究院４人, 工学

研究２人, 薬学研究院１人, 比較文化社会研究院１人,

高等教育総合開発研究センター１人) により開講され

ました｡ アンケート対象の学生は 627 人でした｡ ここ

では, 全体の平均について考察することにします｡

� 理解度について

表１に理解度についての結果を示しています｡

理解できたのはわずか14％弱で, 残り約86％は理解

できていないという結果です｡ この結果は, 受講時間

を考慮しなかった平成14年度前期の結果とほとんど同

じと見なせます｡ 物理を履修したことと基礎化学結合

論の授業内容の理解度との間に直接的な相関はないの

かもしれません｡

� 勉強時間について

表２に結果を示しています｡

理解度と勉強時間はよく相関しています｡ 週あたり

ほとんど勉強しない人が約50％, 30分以下の人が約30

％で, この合計は理解できない人の割合とほぼ一致し

ます｡ 週に最低1時間以上勉強 (予習または復習) し

た人は理解できたということでしょう｡

そう！基礎化学結合論は勉強しないから難解なので

す｡ ｢しかし……｣ と学生諸君は言うでしょう｡ ｢何を

どう勉強していいかわかりません｣ と｡

基礎化学結合論を担当した際, 学生にしばしば ｢こ

の科目は化学じゃない｡ 物理である｡｣ と言われ, 困

ったような顔をされる｡ 高校生にとっては化学は数式

もほとんどでてこない, 羅列された事項をひたすら覚

える暗記科目なのです｡ 一方, 大学でのカリキュラム

では, 化学を支える２つの理論 (物理と言えないこと

はない) を最初に教えることになっています｡ この理

論の基礎概念を理解すれば, 化学を独力で勉強できる

ようになるし, 理系学生にとっての教養としてふさわ

しいと考えられてきました｡ ２つの理論とは量子化学

と化学熱力学です｡ この領域の教科書を開くと, 多く

の数式が目に飛び込んできます｡ 学生は, この落差,

すなわち高校での化学のイメージと大学での化学教育

との間の大きすぎる違いに戸惑っていると推察されま

す｡
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はじめに

平成15年度後期の基礎化学結合論に対する評価

表１ 平成15年度後期の基礎化学結合論の理解度

理 解 度 割合 (％)

かなり理解できた

ほぼ理解できた

あまり理解できない

ほとんど理解できない

0.3

13.5

52.5

33.7

表２ 平成15年度後期の基礎化学結合論の勉強時間

勉強時間／週 割合 (％)

ほとんどしない

30分以下

１時間以下

２時間以下

２時間以上

49.1

29.8

14.7

4.9

1.4

高校生がいだく化学に対するイメージ
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授業評価結果が指摘した問題点を改善するためには,

高校の化学と大学の化学との大きな落差を埋める授業

が必要です｡ 量子力学に立脚した考え方が現代の化学

を勉強する上で不可欠ですが, 高校の化学では化学結

合については, 古典的なものに限られています｡ 量子

力学に基礎を置く考え方には全く触れていないのが現

状です｡ 従って“電子は波である”, “光は粒子であ

る”, “我々にも物質波が伴う”などの非日常的な考

え方は今までほとんど経験がありません｡ 量子力学の

概念が感覚として受け入れられるようになるにはかな

りの時間が必要です｡ はじめの拒絶反応を防ぐには,

数式を極力避け, 高校でのボーアモデルから出発し,

量子力学の基礎概念, 高校で理屈抜きで覚える電子殻

と電子の収容個数との関係, 電子殻と電子軌道との対

応, 化学結合に関する基本的な考え方, 特に理由を教

えられない共有結合の本質 (＋電荷と－電荷との相互

作用) をゆっくりと理解させることです｡ 高校の化学

と大学の化学の落差を埋めるということは, 確実に基

礎概念を理解させる時間を与えることです｡ 今まで持

っていなかった基礎概念を理解することで, 身の回り

の化学現象や地球環境問題にも興味を持ち, 論理的に

考えられるようになるのではないでしょうか｡

前々項で触れたように, 基礎化学結合論については

週あたり1時間以上勉強しないと理解できるようには

ならないことを忘れないでほしい｡ 私の学生時代の経

験に基づけば, 抽象的概念を理解することは容易なこ

とではない｡ 教科書は総じて表現を簡略化したり, 省

略しているのでわかりにくい｡ ノートや教科書とにら

めっこしたところで理解できない場合が多い｡ やはり

自助努力が必要である｡ “量子力学や量子化学に関す

る分かり易い読み物”を読み漁ることである｡ ブルー

バックスや岩波ジュニア文庫など多くの本がる｡ これ

が基礎的概念を理解 (イメージ) し, 基礎化学結合論

を克服できる１つの方法である｡

本稿の結論は, 基礎化学結合論を理解するためには

今まで経験したことのない極微の世界の力学, 量子力

学の基礎概念をイメージできるようになることである｡

これができれば, 学生諸君は何を勉強すれば良いかわ

かるはずである｡ (理学研究院)

2004.9.30 ����� �

全学教育科目としての基礎化学結合論
学生諸君へのすすめ

最後に

芸術工学部 撮影 宮本 守久
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この４月に相談員の先生方が大きく入れ替わり, 前号には掲載できませんでした｡ 各学部の相談員の先生方に履

修・修学等の相談をしたい場合は, 直接連絡をとられてもいいですし学生生活・修学相談室のカウンセラーを通し

て紹介することもできます｡

������ ���	
���
� ��
���
���

学部・学府等 学科・専攻等 氏 名 電 話 地 区

文 学 部 文 学 久 保 智 之 ２３７８ 箱 崎

教 育 学 部 教 育 心 理 学 系 針 塚 進 ３１５５ 箱 崎

法 学 部 基 礎 法 学 直 江 眞 一 ３１９１ 箱 崎

経 済 学 部 経 済 工 学 科 岡 部 鐵 男 ２４６３ 箱 崎

理 学 部 物 理 学 科 清 水 良 文 ２５５８ 箱 崎

理 学 部 化 学 科 横 山 拓 史 ４７５０ 六本松

理 学 部 地 球 惑 星 科 学 科 山 内 敬 明 ４１７４ 箱 崎

理 学 部 数 学 科 小 池 正 夫 ４７８２ 六本松

理 学 部 生 物 学 科 小早川 義 尚 ４７６０ 六本松

医 学 部 医 学 科 吉 田 眞 一 ６１２７ 病 院

医 学 部 保 健 学 科 小 坂 克 子 ６７２１ 病 院

医 学 部 保 健 学 科 加 耒 恒 壽 ６７０８ 病 院

歯 学 部 歯 学 科 石 川 邦 夫 ６３４４ 病 院

歯 学 部 歯 学 科 寺 田 善 博 ６３６８ 病 院

薬 学 部 総 合 薬 学 科 西 田 基 宏 ６８７８ 病 院

工 学 部 電 気 情 報 工 学 科 和 田 清 ３９０３ 箱 崎

工 学 部 物 質 科 学 工 学 科 今 任 稔 彦 ３５６９ 箱 崎

工 学 部 地 球 環 境 工 学 科 島 岡 隆 行 ４０９０ 箱 崎

工 学 部 エ ネ ル ギ ー 科 学 科 深 田 智 ４１４０ 箱 崎

工 学 部 機 械 航 空 工 学 科 吉 田 敬 介 ３４７２ 箱 崎

農 学 部 生 産 環 境 科 学 大 坪 政 美 ２９２０ 箱 崎

芸 術 工 学 部 環 境 設 計 学 科 土 居 義 岳 ４４７１ 大 橋

芸 術 工 学 部 工 業 設 計 学 科 坂 田 年 男 ４４５０ 大 橋

芸 術 工 学 部 画 像 設 計 学 科 坂 本 博 康 ４５０６ 大 橋

芸 術 工 学 部 音 響 設 計 学 科 矢 向 正 人 ４５４９ 大 橋

芸 術 工 学 部 芸 術 情 報 設 計 学 科 藤 原 惠 洋 ４５２９ 大 橋

比較社会文化学府 国 際 社 会 文 化 専 攻 古 谷 嘉 章 ４６２８ 六本松

人 間 環 境 学 府 人間共生システム専攻 高 橋 靖 恵 ３１４０ 箱 崎

数 理 学 府 小 池 正 夫 ４７８２ 六本松

システム情報科学府 情 報 工 学 専 攻 安 元 清 俊 ４０４５ 箱 崎

総 合 理 工 学 府 大気海洋環境システム学専攻 及 川 正 行 ７６８１ 筑 紫

21 世 紀プログラム 副 島 雄 児 ４５４２ 六本松

※外線で電話をかける場合は, 箱崎地区・病院地区642, 六本松地区726, 大橋地区553, 筑紫地区583を頭につけて

ください｡
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新世代のキャンパス計画と第１期移転
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全ての種を守る－九大新キャンパス
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今, 芸術工学部が熱い！
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投稿・写真歓迎

編集委員会では�����への投稿, 紙面を飾る写真を募集しています｡ あなたが関わっている様々な活動, 六本松地区や

｢全学教育｣ にまつわる出来事, 六本松の思い出など, 六本松や ｢全学教育｣ に関するものであれば何でも結構です｡

表紙写真も, キャンパスでのもの, 旅先でのものをはじめ, あなたの作品, ぜひ紹介したい知り合いの作品など, 広く募集

しています｡ 応募, 推薦の対象は六本松や ｢全学教育｣ に関わりのある全ての方です｡

�����学生モニター募集

編集委員会では�����に対する学生の意見・要望を聞くためにモニターを募集しています｡ また学生編集委員も募集して

います｡ 募集は常時行っています｡

投稿, 写真, 学生モニター・編集委員の応募は下記で受け付けます｡

編集委員 Ａ.カスヤン(言 文�726�4666) 鏑木 政彦 (比 文�726�4632) 川口 栄男 (農 学�642�2892)

(04年度) 小山 紘三 (高研セ�726�4585) 是松 正俊 (事務室�726�4504) 田中 健夫 (高研セ�726�4802)

中野 武彦 (医 学�642�6697) 西野 常夫 (比 文�726�4600) 橋彌 和秀 (人 環�642�3143)

丸山 徹 (健 セ�583�7863) 矢向 正人 (芸 工�553�4549)

高等教育企画掛(事務室�726�4525・4526)
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今回の��������39 芸術工学部特集 ｢今, 芸術工学部が熱い！｣ はいかがだったでしょうか？ 芸術工

学部は, 昨年10月の九州大学との統合まで自分がお世話になった学部なのでひときわ思い入れがあります｡

さて, 今回の�����の表紙, 裏表紙と29頁の２枚の写真は芸術工学部の写真を掲載しています｡ 噴水の

周りの風景をいろいろな角度, 趣向で撮影したものを芸術工学部の宮本守久技術専門職員に提供してもらい

ました｡ 特に裏表紙の作品 ｢夕日｣ は自然のありのままの姿を映したものでありながら, そのありのままの

中に高い芸術性を感じさせてくれます｡ なにげない文字, なにげない風景に命を吹き込んでいく芸術工学部

の学生のセンスは私達の視野を確実に拡げてくれます｡ ｢芸術工学部をあばく！｣ 次はあなたの番です｡

(全学教育事務室)

表紙・裏表紙 写真説明
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����� (ラーディクス) ���39 (九州大学全学教育広報)

発 行 日 2004年９月30日
発 行 所 九州大学高等教育総合開発研究センター

〒810�8560 福岡市中央区六本松４－２－１
電 話 (092) 726－4525・4526 (高等教育企画掛)
ＦＡＸ (092) 726－4530

大橋キャンパスに普段は自転車で通勤しているが, 雨が降るとバスに乗る｡ 朝の渋滞に巻き込まれると, 30分
以上を車内ですごすことになる｡ 最初の頃は, それだけあれば十分に本が読めるなと内心喜んでいた｡ ところが,
実際に車内読書を実行してみると, その時間が中途半端な長さであるということがわかってきた｡ 短編小説や論
文を一篇読み切るには短すぎるのだ｡ しかし, たまに関西方面に出張があったりすると, 新幹線での数時間は本
好きの天国である｡ 六本松の皆さんも, どうか充実した読書生活をおくってください｡ (ＭＹ)
８月19日, ８月30日, ９月７日と相次いで台風が福岡地方を直撃した｡ 我が家の栗の木はそのつど枝が折れ,

哀れな枝ぶりになった｡ 九大のキャンパスでも大きな樹木が根っこから倒れ, 何十年の歳月で育った豊かな緑が
一瞬で失われた｡ 一方, 収穫を目の前にした梨や柿が吹き飛ばされた果樹農園の人々はためいきとあきらめの心
境でただただ耐えるのみである｡ 情報化社会で便利になった世の中にあっても自然のエネルギーとともに生活し
ている農林業や漁業の人々と共存する視点を忘れてはいけないと実感した｡ (ＮＴ)
この夏はスポーツの話題に事欠きませんでした｡ 日本プロ野球史上初のストが行われるか否かは目下流動的で,

この�����の39号がお手元に届く頃に日本シリーズが無事行われているかどうか気になるところです｡ こちら
は問題だとしても, ギリシアオリンピックでの日本人選手の活躍は目を見張るものがありました｡ 何が今回のメ
ダルラッシュをもたらしたのか (スポーツ科学の進歩？ 基礎体力の向上？ メンタルトレーニングの成果？),
周囲には専門家がいますので聞いてみたいですし, �����にも寄稿して貰いたいと思います｡ (ＴＭ)
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｢夕 日｣ 撮影 宮本 守久


